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前橋空襲一斉慰霊を実施します 

 

終戦を目前にした１９４５年８月５日、市街地の８割が焼け野原となり、５００人以上が犠牲

となった前橋空襲から、７５年の月日が経ちました。人々から戦争の記憶が薄れゆく中、前橋の

戦争体験を次の世代に伝えていくことは、今の時代を生きる私たちの務めです。 

そこで、空襲被害の大きかった市中心部にある神社・教会と市内全域の仏教会の協力を得て、

犠牲になった方々の供養と未来永劫の平和を祈念するとともに、新型コロナウイルスの早期終息

の願いを込め、太鼓や鐘を鳴らします。また、犠牲者が多く出た広瀬川河畔にある太陽の鐘も鳴

らします。 

 新型コロナウイルス感染防止のために一般参加は行いませんので、鐘の音が聞こえたら、その

場で祈りを捧げてください。 

（１）日 時  令和２年８月５日（水）午後１６時３０分～１７時 

（２）場 所  神明宮、東照宮、八幡宮、大蓮寺、正幸寺、妙安寺、龍海院、長昌寺 

        救世軍前橋小隊、日本基督教団前橋教会、前橋カトリック教会、 

前橋聖マッテア教会、前橋ハリストス正教会、太陽の鐘 

（３）内 容  １６時３０分～ 供養・祈祷、慰霊 

        １６時５０分～ 鐘や太鼓を一斉に鳴らす 

※今年度は新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、参加者の安全確保が難しい状況であるた

め、一般参加は中止とします。また、太陽の鐘は荒天中止とします。 

 

■関連イベント  

（１）日 時  令和２年８月５日（水）～８月１５日（土） １７時３０分～２１時 

（２）内 容  前橋学市民学芸員が作製した前橋空襲に関する紙芝居を窓ガラスに投影 

（３）場 所  文学館の外観窓（広瀬川側） 

 本件に関するお問い合わせ先 
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